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9.	 タッチスクリーンの操作

警告
誤った操作によりタッチスクリーンが損傷
します。タッチスクリーンは指先で操作し、
先の鋭い物(例えばボールペンなど)を使
用しない。タッチスクリーンに傷や割れが
ある場合使用しない、また水を避けてくだ
さい。

۵ 指先の中央で操作してください。

スクロールバー

画面上にすべての項目が表示されていな

い場合、右側にスクロールバーが表示され

ます。スクロールバーの上下をタッチし上下

の項目を表示できます。

表示メッセージ

状況に応じて以下のメッセージが表示されます。

エラー

機器に障害が発生しています。問題の
解決方法を確認してください。

警告

機器のご使用に関する警告です。ご確
認の上、継続してご使用いただけます
が、一部機能が制限されている場合が
あります。

注意

ご使用上の重要な注意です。十分にご
注意の上、継続してご使用いただけま
す。

インフォメーション

ご使用上の情報です。機器の現在の状
態などの情報をお知らせします。継続し
てご使用いただけます。

正常

۵ メッセージをタッチすることで内容を確認でき

ます。複数のメッセージがある場合は最新の

優先される項目から表示されます。

スタート画面

本体電源を入れるとスタート画面が表示します。

通常、読み取りはパソコンから操作する
ためスタート画面から操作する必要はあ
りません。その場合本体で行うのは電源
入り切りのみになります。

スタート画面のボタン

パソコンを使用せず、単体で
画像データを読み取った場
合、画像がUSBメモリースティ
ックに保存されます。このボタ
ンでその画像の確認や編集
が行えます。

パソコンを使用せず、単体で
撮影画像を読み取ることが
できます。ダイアログで患者
情報や撮影パラメータなどを
入力できます。必要ない場
合、「次へ」を押してください。

本体の言語やネットワーク設
定ができます。
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10.	 イメージングプレート

警告 交差汚染の危険性
保護カバー無しでイメージングプレートは
使用しないでください。保護カバーは使い
捨て品で、再利用しないでください。

注意 IP破損の恐れ
イメージングプレートはオートクレーブ滅
菌や浸漬消毒はできません。

注意
イメージングプレートに一時的に保存され
た撮影画像は時間とともに劣化するので
照射後30分以内に読み取ってください。
また光により画像が劣化するので必ず保
護カバーの中に入れ、室内光などから保
護してください。機器がX線室内にある場
合、読み取り中にX線を照射しないでくだ
さい。

۵	イメージングプレート（IP）はX線フィルムと同様

にしなやかですが、注意して扱ってください。ま

たIPを絶対に折り曲げないよう注意してくださ

い。

〇

×

۵	イメージングプレート（IP）をひっかいたり、噛ん

だりして、傷つけないよう注意してください。

۵	汚れが付いていると撮影画像に影響を及ぼ

します。専用のワイプで拭いてください。

۵	直射日光や紫外線が当たらないようにして下

さい。

۵	レントゲン室内に保管する場合は、X線によっ

て感光するのを防いでください。

۵	高温や湿気のある場所に保管しないでくださ

い。

照射面

イメージングプレート（IP）はX線照射によりX線の

画像データを一時的に保存するために使用しま

す。その画像データはVistaScanで読み取り、画

像ファイルとして保存します。撮影の際は必ず感

光面にX線を照射してください。ビスタ　スキャン　

ミニ　ビュー2.0では「IQ」タイプのIPしか使用でき

ませんのでご注意ください。IP自体に損傷がな

く、正しく取り扱っている場合、数百回の感光、読

み取りが可能です。もしも診断に影響するほどの

破損や目に見える引っかき傷等があれば、IPを

交換してください。

イメージングプレート「IQ」にはRFIDチッ
プが入っているため、反対側から照射す
ると画像にチップが表示され、エラーメッ
セージも表示される可能性があります。

非感光面 感光面（水色）

back

IQ2

*+
E
24
72
13
01
04
21
00
/$
+0
12
34
56
7F
*

back

IQ2

*+
E
24
72
13
01
04
21
00
/$
+0
12
34
56
7F
*

とサイズ等の

情報が印字されてい

る 白 い 面 は 非 感 光

面。

 位置決めマーク※

がついている水色の

面は感光面です。

※咬合面に合わせる
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11.	 撮影と読み取り

11.1	 プレートガイド

プレートガイドはイメージングプレートの読み取り

に必要です。本体の挿入口に磁石で付いていま

す。

۵	プレートガイドのくぼみを押し込む事で、プレ

ートガイドが起き上がります。

注意
イメージングプレート（IP)を読み取る際に
同じサイズのプレートガイドが付いているこ
とを必ず確認してください。プレートガイドに
サイズが書かれていますのでIPに合ったも
のを使用してください。

注意
プレートガイドを取り外すとタッチスクリーン
に「プレートガイドがありません」と警告が
表示されます。

11.2	 レントゲン撮影

手順はイメージングプレート「サイズ２」に
ついての事例でご説明しています。

警告 交差汚染の危険性
保護カバー無しでイメージングプレートは
使用しないでください。保護カバーは使い
捨て品で、再利用しないでください。

注意 装置破損の恐れ
イメージングプレート（IP)と保護カバーはデ
ュールデンタル純正品をご使用ください。

撮影の準備

۵	撮影の際イメージングプレート（IP）を保護カ

バーに入れます。IPと同じサイズの保護カバー

を使用してください。

イメージングプレートを１週間以上撮影
に使用していない時（または初回使用
時）消去作業を行ってください（IPを「消
去モード」で本体に通してください）。

	X イメージングプレートの非感光面（白い面）が見

えるように保護カバーに入れます。完全に入っ

ていることを確認してください。

保護カバー

一度きりの使用

再利用できません

	X 白いシール台紙をはがし、保護カバーを閉

じ、封をします。

	X 撮影前に、保護カバーを「FD350 除菌ワイプ」

で拭きます。
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警告
イメージングプレートは有害ですので、患
者の口腔内では必ずデュールデンタル社
製の専用保護カバーを使用してください。
万が一、患者がIPを飲み込んでしまった
場合は、直ちに専門医によってIPを体内
から取り出す処置を取ってください。また、
患者が保護カバーを噛んで破ってしまっ
た場合は、すぐに口中を水で何度もゆす
いでもらってください。

注意
フィルムホルダーを使う場合は、保護カバ
ーやイメージングプレートを傷つけないよ
うに注意してください。IPと保護カバーに傷
をつけないタイプのホルダーのみをご使
用ください。

イメージングプレートを患者の口の中に
入れるときは、必ず手袋をご使用くださ
い。

イメージングプレートの感光面（水色）に
は、位置がわかるようにのマークが印刷
されていま。レントゲン照射は必ず感光
面に当ててください。非感光面（白色）に
はサイズとQRコード、及び「back」の文字
が印刷されています。角の部分に丸い点
がついています。この点を咬合面の方向
にして撮影します（撮影画像上ではマー
クになります）。その際、点が診断部分と
重ならないようにしてください。マークと歯
の解剖学的構造で四分割を確認できま
す。

レントゲン撮影

	X 保護カバーに入れたイメージングプレートを感

光面（水色）がレントゲン管に向くように患者の

口腔内に設置します。

IP水色の面に照射

۵	レントゲン機器の感光時間と設定値を設定し

ます(「11.8 レントゲン機器の設定」を参照)。

	X 撮影を行います。

撮影後

警告 交差汚染の危険性
イメージングプレートが入った保護カバー
を開ける前に必ず消毒してください。

	X 撮影後に、保護カバーを「FD350 除菌ワイプ」

で拭きます。保護カバーをイメージングプレー

トとともに除菌ワイプに載せます。

	X 保護カバーを完全に乾燥します。

	X 手袋を脱いで、手を消毒し、洗います。

パウダー付グローブご使用の注意
イメージングプレートを保護カバーから出

す際、手に粉が付着したり残らないよう
に、よく洗ってください。粉がイメージングプ
レートや機器に影響を与える恐れがあり
ます。
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11.3	 VistaSoftでの画像挿入

詳細はVistaSoftの取扱説明書をご覧下さい。VistaSoftをVistaSoftConnectとしてインストール
している場合、VistaSoftConnectから画像挿入はできません。連携しているサードパーティーソ
フトウェアより画像挿入を行ってください。

	X VistaSoftを起動し、該当する患者のカルテを選択してください。

	X 次にメニューバーより「デンタル」をクリックして、読み取り準備をします。
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	X このとき本体のタッチスクリーン表示に青色のバー（お待ちください）が表示され、本体の搬出口トレイの

LEDライトが青色で点滅に変わり、イメージングプレートの挿入準備を行います。

	X 必要に応じて「スキャンモード」を変更する事ができます。

	X 本体のタッチスクリーン表示に緑色のバー（挿入可能）が表示され、本体の搬出口トレイのLEDライトが

緑色の点灯に変わると、イメージングプレートを挿入する事ができます。

	X 読み取り中はタッチスクリーンに青色のバー（読み取り中...）が表示され、搬出口トレイのLEDライトが青

色で点灯します。

	X 読取完了後、画像データは自動的にVistaSoftに入ります。

	X 撮影を終了するとき、VistaSoftより「撮影・読取完了」をクリックするか、本体のタッチスクリーンより「終了」

をクリックします。

	X VistaSoftを使って、歯番選択や、画像の向き変更、明るさ、コントラスト、ガンマ調整などを行います。

	X VistaSoftでの画像調整は自動で保存されます。
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「デバイス」の選択
VistaScan

MiniView 2.0 ▶

読取・撮影モード▶
の選択

（例：デンタル 最適
25Lp 1270dpi）

スタンバイ状態で、画像挿入を開始する
と、モーターの回転が始まります。

۵ イメージングプレートの挿入が可能になるま

で、本体のタッチスクリーンに青色のバー（お待

ちください）が表示され、本体の搬出口トレイの

LEDライトが青色で点滅します。

۵ イメージングプレートの挿入が可能になると、

本体タッチスクリーンに緑色のバー（挿入可

能）が表示され、イメージングプレート挿入を

求めるイラストが表示されます。また搬出口トレ

イのLEDライトが緑色で点灯します。

۵ 「変更」を選択して、スキャンモードを再選択す

る事ができます。

イメージングプレート挿入時の注意
挿入する前にタッチスクリーン表示と、搬
出口トレイのLEDライト色が緑色であること
を確認してください。

以下の場合はIPを挿入しないでください。

X バーが青色（読み取り準備時、または読み取り
中）のとき

X 保護カバーを消毒と乾燥してから切り込み部

から開封します。

保護カバーは消毒と

乾燥してからまっす

ぐ、綺麗に開封してく

ださい。開封前にIPを少し寄

せ、干渉しない位置で切るよ

うにします。

※まっすぐではない場合は

IPを少し切り口から出し、挿入

時にカバーが引き込まれな

いように注意してください。

X イメージングプレートのサイズに沿わせてプレ

ートガイドをセットされていることを確認します。

X 保護カバーの開封した側が下向き、IPの白い

面（非感光面）が正面を向くようにします。

X イメージングプレートが自動的に引き込まれる

まで指で下に押し下げます。保護カバーは機

器に入らず、プレートガイド上に残ります。

読み取り作業

X ビスタスキャン　ミニ　ビュー2.0の電源ボタンを

タッチして電源を入れます。

X パソコンで画像処理ソフトウェア（VistaSoftな

ど）を起動し、画像の読み取りを開始します（ご

使用の画像処理ソフトウェアの取扱説明書を

参照）。

X 「画像挿入」のダイアログが表示されます。
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X 空の保護カバーを除去し、廃棄します。

X イメージングプレートが挿入されると、本体タッ

チスクリーンに青色のバー（読み取り中...）が表

示され、搬出口トレイのLEDライトが青色で点灯

します。

X 読み込まれた画像データは画像処理ソフトウ

ェア（VistaSoftなど）に自動的に取り込まれま

す。

X 読 み 取った 画 像 を 画 像 処 理 ソ フト ウェア

（VistaSoftなど）に保存します。

X 読み取り作業が終わるとタッチスクリーンの表

示が緑色に変わります。

X 搬出口に落ちてきたイメージングプレートを取

り出し、再度撮影用に準備をします。

X 読み取り作業が終了したら電源ボタンを3秒

間タッチして機器の電源を切ります。

X 機器の電源を切ったら、本体を汚れや埃から

守るために本体カバーを被せます。

11.4	 オクルーザル撮影

オクルーザルサイズのイメージングプレート（IP）を

本機でご使用になれます。

他のサイズと同様に、オクルーザル撮影を行う場

合、IPを保護カバーに入れて撮影、読み取りま

す。撮影の際、患者が噛んでしまうので、IPを保

護するために保護カバーに入ったIPをバイトプロ

テクターに挟みます。

オクルーザル撮影に必要なオプション品

۵ イメージングプレート「IQ ４」オクルーザル

57×76mm　1枚入りセット（2130104450）

۵ 保護カバー「４」 100枚（2130-084-00）

۵ バイトプロテクター 100枚（2130-074-03）

オクルーザル撮影の準備

X イメージングプレートの非感光面（白い面）が見

えるように保護カバーに入れます。完全に入っ

ていることを確認をしてください。

X 白いシール台紙をはがし、保護カバーを閉

じ、封をします。

X 撮影前に、保護カバーを「FD350 除菌ワイプ」

で拭きます。
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11.5	 スタンドアローンモード

パソコンが使用できない場合でも、本体のみで

画像挿入が可能です。画像挿入方法は2つあり

ます。

	X USBメモリスティックが本体背面パネル内の接

続ポートに装着していることを確認します。

	X 電源ボタンをタッチし、電源を入れます。

「読み取り」での画像挿入

	X 本体で「読み取り」を選択します。

	X 患者情報を入力し、「次へ」を押します。

	X 画像タイプを選択し、「次へ」を押します。

	X スキャンモードを選択し、「次へ」を押します。

	X 準備ができたらイメージングプレートを挿入し

ます。

画像の表示／編集

本体スクリーンで画像の確認や拡大、反転など

の操作が可能です。

	X 本体で「画像」を選択します。

	X 患者を選択します。

	X 保護カバーに入れたIPをバイトプロテクターに

挟みます。

	X 撮影後、バイトプロテクターは処分してください

（使い捨て品）。他のサイズと同様に保護カバ

ーを消毒と乾燥してから開封し、画像を読み

取ります。
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	X 画像データを選択します。

	X 拡大や反転などの操作を行います。

	X 操作後、画像データを保存します。

画像データをＰＣに転送

本体のみで画像挿入を行うと、画像データは

USBメモリスティックに保存されます。VistaSoftソ

フトウェアを使用すると画像データはパソコンに

転送することができます。

	X 機器をネットワークに接続します。

	X パソコンでVistaSoftを起動します。

	X 画像転送を開始します(詳細はソフトウェアの

マニュアルを参照)。

	X 転送された画像データを保存します。

注意
メモリカードに保存された画像データは転
送が完了すると自動的に消去されます。

USBメモリスティックをパソコンに接続し、
直接画像データを転送することも可能で
す。

11.6	 ＩＰから画像を消去

イメージングプレート上の画像を読み取る際、画

像は消去されます。X線撮影を行う前に以下の

状況にある時、イメージングプレートを消去するこ

とが必要です。

۵	イメージングプレートを初めて使用する時

۵	１週間以上撮影に使用していない時

۵	エラー等で画像情報が消去されなかった時

本体でIPを消去する

	X 「読み取り」を選択します。

	X 「患者情報」、「画像タイプ」、「スキャンモード」を

空欄のまま「開始」をクリックします。

	X 準備ができたらイメージングプレートを挿入し

ます。

11.7	 スタンバイ機能

ビスタスキャン　ミニ　ビュー2.0が使用されていな

い時、スタンバイの機能でモーターをオフにしま

す。 読み取りを開始するときは、モーターの速度

が上がるまで待ってから、イメージングプレートを

挿入できます。

スタンバイ機能（入り／切り）と自動移行の時間設

定は本体で行うことができます。

	X 「スタート画面」→「設定」→「システム設定」→「

デバイス設定」
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11.8	 レントゲン機器の設定

レントゲン機器に60kVの設定があれば、その設定を推奨します。カテゴリー「F」のフィルム（例：コ
ダックInsight）の通常撮影パラメーターを使用することができます。

下表には成人患者のイメージングプレート（IP）感光時間のデフォルト値が記載されています。

成人患者

DCエミッタ: 7mA

コーン長: 20cm

DCエミッタ: 6mA

コーン長: 30cm

60kV mGycm2 70kV mGycm2

門歯 0.08秒 14.6 0.13秒 11.8

小臼歯 0.12秒 21.9 0.18秒 16.4

大臼歯 0.17秒 31.1 0.25秒 22.8

バイトウイング 0.18秒 32.9 0.27秒 24.6

レントゲン機器をデフォルト値に設定し、機器ごとに確認しながら調整してください。

レントゲン機器の定期点検

ビスタスキャン　ミニ　ビュー2.0を初めてご使用になる前に、レントゲン機器の機能が正常である
ことを確認して下さい。医療機関の使用者は、レントゲン機器の定期的な保守点検を行って下さ
い。
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12.	 サードパーティーソフトウェア
デュールデンタルのVistaSoftで他社製のサード

パーティー画像処理ソフトウェアを使用になれま

す。ご使用についてサードパーティーソフトウェア

の販売元に確認してください。

多くの使用法は同じですが、ここではサードパー

ティソフトウェアに関する特別な側面のみを強調

します。

サードパーティのソフトウェアが正しく機能してい

るかどうか責任を負いません。 

16bitの高画質で表示するためには、弊
社オリジナルソフトウェア「VistaSoft」をご
使用いただくことをお勧めします。

画像の読み取りを開始

X サードパーティソフトウェアで画像の読み取りを

開始します（通常はCRまたはTWAIN関数を

使用。ご使用の画像処理ソフトウェアの取扱説

明書を参照）。

X 「画像挿入」のダイアログが表示されます。

「デバイス」の選択
VistaScan MiniView 2.0▶

「スキャンモード」で▶
読み取り解像度

の選択

画像ファイルの転送

読み取った画像ファイルはフォルダーに保存し、

サードパーティソフトウェアが画像ファイルをイン

ポートします。

保存先フォルダー

C:\VistaSoftData\P1\Images

画像ファイルのバックアップ	

サードパーティのソフトウェアで問題が発生した

場合に備えて、画像のバックアップ一定期間保持

します（バックアップ先はC:\P rog ramData\

Duerr\imageBacklogです）。 

バックアップから画像ファイルの修復

他社製ソフトウェアを使用して問題が起きた場

合、画像修復機能で画像ファイルをバックアップ

のフォルダから開き、他社製ソフトウェアに再転送

することができます。

X サードパーティソフトウェアで読み取りを開始

し、「画像挿入」画面で、「画像修復」のボタンを

クリックします。

X 「画像修復」のダイアログに従って以前撮影し

た画像を再度他社製ソフトウェアに転送するこ

とができます。

使用しているサードパーティのソフトウェ
アでこの方法が機能しない場合は、次に
説明する方法でイメージファイルをインポ
ートする事ができます。
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ファイルエクスプローラーを使用して画像を修
復する

Windowsファイルエクスプローラーを使用して以
下のフォルダを開きます。

C：\ProgramData\Duerr\imageBacklog

修復するファイル指定して直接インポートしてサ

ードパーティのソフトウェアに保存します。
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13.	 機器の洗浄除菌

注意
本体や付属品は定期的に洗浄除菌を行
ってください。石鹸水は使用せず、本書記
載の洗浄除菌剤をご使用ください。また
液体が挿入口など機器内部に入らない
ようにご注意ください。

機器の洗浄除菌の際は、手袋をご使用
ください。

۵	洗浄除菌剤のご使用方法は、商品ラベルを

確認してください。

13.1	 本体表面

注意 本体破損の恐れ
液体は機器に損傷を与える可能性があり
ます。機器にスプレーをかけないでくださ
い。挿入口など機器内部に液体が入らな
いようにご注意ください。

۵	本体の表面が汚染されたり、汚れが着いた場

合は洗浄除菌を行ってください。

۵	「FD350除菌ワイプ」、「FD366センシティヴワイ

プ」をご使用ください。

۵	機器の表面を除菌剤で除菌する場合、除菌

剤を柔らかい布につけて拭き取ってください。

除菌剤の取扱説明書に従ってください。

13.2	 保護カバー

۵	保護カバーに入れたイメージングプレートを

患者の口に設置する前と後に、必ず消毒して

ください。

۵	「FD350除菌ワイプ」、「FD366センシティヴワイ

プ」をご使用ください。

13.3	 イメージングプレート

۵	水や一般的な洗浄剤や除菌ワイプは、イメー

ジングプレートに使用するとイメージングプレ

ートが損傷します。

۵	デュールデンタルの専用の「IPクリーナー」（ワ

イプ）が使用できます。材料適合性テストを受

けています。

注意 IP破損の恐れ
イメージングプレートはオートクレーブ滅
菌や浸漬消毒はできません。

13.4	 プレートガイド

۵	プレートガイドは定期的に本体から外して、洗

浄除菌を行ってください。

۵	拭き取りには「FD350除菌ワイプ」、「FD366セ

ンシティヴワイプ」、浸漬除菌には「ID213イン

スツルメント」をご使用ください。

注意 プレートガイド破損の恐れ
プレートガイドはオートクレーブ滅菌ができ
ません。
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14.	 日常点検、メンテナンス・定期点検
本製品は医療機器です。日常点検、メンテナンス・定期点検を行うことでより長くご使用いただけます。

14.1	 日常点検

機器の点検を以下の内容に沿って日常的に行ってください。

内容

同じコンセントに多数の電源プラグを接続するタコ足配線なっていないか。

通気孔は内部の温度上昇を防ぐためのものです。物を置いたりして通気孔がふさがれていないか。

本体の設置場所は水平でガタつきは無いか。

本体に唾液等の汚れが入らないよう、撮影後にイメージングプレートが入った保護カバーを開ける前に

必ず「FD350 除菌ワイプ」で拭き除菌しているか。また除菌後に保護カバーが完全に乾燥していること

を確認してているか。

14.2	 メンテナンス・定期点検周期

メンテナンス・定期点検を行う場合は、デュールデンタル社で訓練された教育を受けた専門の技
術者が行ってください。

作業前に必ず電源を切り、電源プラグを抜いてください。

下記のメンテナンス・定期点検周期は、1日あたり15枚の口腔内X線画像読み込みを年間220日実施した

場合を想定しています。機器の使用頻度によって調整してください。

メンテナンス・定期点検周期 内容

１年ごと

装置を目視にて点検。

イメージングプレートの傷を確認。必要に応じて交換。

ドライブベルト、輸送ベルト、スプリングの確認。必要に応じて交換。

埃や汚れの除去。

システムチェックの実行。

３年ごと

ロールホルダーの交換 。

ドライブベルトの交換 。

日常の運用において、保護カバーの再利用が行われていない事を確

認。
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15.	 故障かな？と思ったら

通常のメンテナンスを超えた修理作業を行うことのできるのは、資格のある専門スタッフまたは当
社のカスタマーサービスだけです。

メンテナンスや修理など、作業する場合は事前に電源プラグを抜くか、電源の入らないようにして
ください。

15.1	 画像

症状 考えられる原因 解決策

1.	 読み取り後、X線画像

がモニター上に出てこ

ない。

非感光面にX線を照射し

た

	ڽ 水色の感光面にX線を正しく照射してくださ

い。

撮影済みのイメージング

プレートに室内光が当た

ってしまった

	ڽ X線照射後30分以内に読み取ってくださ

い。

	ڽ イメージングプレートは保護カバーに入れて

ご使用ください。

機器の故障 	ڽ 販売元にご連絡ください。

イメージングプレート上に

画像データが感光されて

いない

	ڽ イメージングプレートを感光してください。

X線機器の故障 	ڽ Ｘ線機器の販売元にご連絡ください。

2.　読み取り後、X線画像

がモニターに表示され

ず、エラーメッセージ

が表示されている。

イメージングプレートIQが

使用されていない。

	ڽ デュールデンタル製のイメージングプレート

IQを使用してください。

3.	 X線画像が暗すぎる X線量が高すぎる 	ڽ X線パラメータをチェックしてください。

ソフトウェアとスキャンモ

ードの設定が適切でな

い。

	ڽ 明るさ、コントラスト、ガンマ補正のをソフトウ

エアで行ってください。

4.	 X線画像が明るすぎる 撮影済みのイメージング

プレートに室内光が当た

ってしまった

	ڽ X線照射後30分以内に読み取ってくださ

い。

	ڽ イメージングプレートは保護カバーに入れて

ご使用ください。

X線量が低すぎる 	ڽ X線パラメータをチェックしてください。

ソフトウェアとスキャンモー

ドの設定が適切でない

	ڽ 明るさ、コントラスト、ガンマ補正をソフトウエ

アで行ってください。
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症状 考えられる原因 解決策

4.	 X線画像が暗い 照射量設定が低すぎる 	ڽ 販売元にご連絡ください。

スキャンモードのHV値の

設定が低すぎる

	ڽ VistaSoftよりVistaScanServiceToolを起動し

て H V 値 設 定 を 行 い ま す 。 詳 細 は

「VistaSoftConnect取扱説明書」をご確認く

ださい。

不適切なスキャンモード

が選択された

	ڽ 適切なスキャンモードを選択してください。

スキャンモードの閾値（し

きいち）の設定が高すぎ

る

	ڽ VistaSoftよりVistaScanServiceToolを起動し

て 閾 値 の 設 定 を 行 い ま す 。 詳 細 は

「VistaSoftConnect取扱説明書」をご確認く

ださい。

5.	 X線画像の上下が膨

張している

イメージングプレートが中

心からずれたり斜めに挿

入された

	ڽ イメージングプレートを真っ直ぐ挿入しま

す。

6.	 X線画像が左右反転し

ている

イメージングプレートが口

腔内で間違った方向にセ

ットされ反対側（非感光

面）からX線照射された

	ڽ イメージングプレートの感光面をX線管側に

向けて照射してください。

7.	 X線画像に古い画像 

が重なって影のように

写っている

前回使用したイメージン

グプレートを読み取らず、

もう一度使用した

	ڽ イメージングプレートの使用方法を守って

作業を行ってください。

イメージングプレートを反

対方向に挿入口に入れ

てしまったため、画像が

読み込まれず、消去もさ

れていない

	ڽ 一度イメージングプレートの画像を消去し

て、再度X線を照射してください。

前回の撮影画像が完全

に消去されず、次の画像

に重なって写り込んでし

まった

	ڽ 一度イメージングプレートの画像を消去し

て、再度X線を照射してください。

スキャンモードの設定で

消去がOFFになっている

	ڽ スキャンモードの設定を確認してください。

消去ユニットの故障 	ڽ 販売元にご連絡ください。

8.	 X線画像の片隅が鏡

像になってしまう

撮影中にイメージングプ

レートが折れていた

	ڽ イメージングプレートを折らないでください。

また傷のついたイメージングプレートは取り

替えてください。

9.	 X線画像上に影が写っ

ている

撮影済みのイメージング

プレートに室内光が当た

ってしまった

	ڽ X線照射後30分以内に読み取ってくださ

い。

	ڽ イメージングプレートは保護カバーに入れて

ご使用ください。
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症状 考えられる原因 解決策

10.	X線画像が切断され、

一部画像が欠落して

いる

X線管の金属部品がX線

照射を遮っている

	ڽ X線照射の際はX線管と患者の間に金属部

品が無いことを確認してください。

	ڽ X線管を確認してください。

画像処理ソフトウェアにお

けるエッジマスキング不良

	ڽ エッジマスキングを無効化します

11.ソフトウェアで画像が生

成されない

X線量が低すぎる 	ڽ X線量を高くしてください。

HV値が低い 	ڽ VistaSoftよりVistaScanServiceToolを起動し

て H V 値 設 定 を 行 い ま す 。 詳 細 は

「VistaSoftConnect取扱説明書」をご確認く

ださい。

適切ではないスキャンモ

ードが選択されている

	ڽ スキャンモードの設定を確認してください。

スキャンモードの閾値（し

きいち）の設定が高すぎ

る

	ڽ VistaSoftよりVistaScanServiceToolを起動し

て 閾 値 の 設 定 を 行 い ま す 。 詳 細 は

「VistaSoftConnect取扱説明書」をご確認く

ださい。

12.	撮影画像に線が入る イメージングプレートが消

去24時間以上使用されな

かった

	ڽ １週間以上使用しなかったイメージングプレ

ートは、消去してください。

イメージングプレートを扱

う際に光が当たった

	ڽ 撮影後のイメージングプレートを光にさらさ

ないでください。

	ڽ X線照射後30分以内に読み取ってくださ

い。

イメージングプレートに汚

れか傷がついた

	ڽ 使用の前に柔らかくて繊維の残らない乾い

た布で両面を拭きます。落ちない汚れは、

デュールデンタル社製「IPクリーナー」で拭

き取ってください。

	ڽ 傷のついたIPは取り替えてください。

13.	スキャンウィンドウ内に

明るい縞模様が入る

本体に光が当たりすぎて

いる

	ڽ 室内の照明を落としてください。

室内の採光が強すぎる 	ڽ 光が本体の挿入口に直接当たらないよう

に、向きを変えてください。

14.	X線画像内部の横方

向に灰色の線が画像

を横断している

イメージングプレート読み

込み時の搬送に問題が

発生している

	ڽ 機器の搬送機構を点検、清掃する。必要に

応じて搬送ベルトを交換してください。

15.	X線画像上に長く明る

い水平の縞模様が入

る

純正品以外の保護カバ

ーが使用されている

	ڽ 純正品をご使用ください。

16.	X線画像が左右2つの

部分に分割されている

レーザースリットの汚れ(

例えば髪や埃がついて

いる）

	ڽ レーザーのスリットを清掃してください。
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症状 考えられる原因 解決策

17.	X線画像に小さく明る

い点または曇りがある

イメージングプレートに微

小な傷がついている

	ڽ イメージングプレートを交換してください。

18.	イメージングプレートの

端部がめくれている

イメージングプレートが古

くなっている

	ڽ イメージングプレートを交換してください。
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15.2	 ソフトウェア

症状 考えられる原因 解決策

1.	 採光過多 本体に光が当たりすぎて

いる

	ڽ 室内の照明を落としてください。

室内の採光が強すぎる 	ڽ 光が本体の挿入口に直接当たらないよう

に、向きを変えてください。

2.	 オーバーヒート レーザーまたは消去ユ

ニットが過熱している

	ڽ 一度機器の電源を切り、自然冷却させてく

ださい。

3.	 消去ユニットの故障 消去ユニットの故障 	ڽ 販売元にご連絡ください。

4.	 画像処理ソフトウェア

が機器を検出しない

機器の電源が入ってい

ない

	ڽ 機器の電源を入れてください。

機器とコンピュータ間の

ネットワークケーブルが

正しく接続されていない

	ڽ ネットワークケーブルを確認してください。

コンピュータが機器との

接続状態を検出しない

	ڽ ネットワークケーブルを確認してください。

	ڽ ネットワーク設定(IPアドレスとサブネットマス

ク)を確認してください。

機器の故障 	ڽ 販売元にご連絡ください。

5.	 機器がVistaSoftのドロ

ップダウンリストに表示

されていない

機器がルーターを経由し

てつながれている

	ڽ IPアドレスを中間ルーターでなく、機器に設

定してください。その後、機器をルーターを

通して接続してください。最後にIPアドレスを

VistaSoftに手入力し、機器を登録してくださ

い。

6.	 機器がVistaSoftのドロ

ップダウンリストに表示

されているが、接続は

できない

コンピュータと機器のサブ

ネットマスクが一致してい

ない

	ڽ サブネットマスクを確認してください。

7.	 E2490の発生 本体とパソコンの接続が

切断されている

	ڽ 機器を接続し直してから作業を行ってくださ

い。

8.	 機器とコンピュータ間

のデータ転送時にエラ

ーがあります。

「CRCエラータイムアウト」

ネットワークケーブルが正

しくないか長過ぎます

	ڽ 純正ケーブルをご使用ください。

9. ソフトウェア上で”X線が

イメージングプレートの

反対方向に照射され

ている可能性がある事

を検知しました。”

イメージングプレートが口

腔内で間違った方向にセ

ットされ反対側（非感光

面）からX線照射された可

能性がある

	ڽ イメージングプレートの感光面をX線管側に

向けて照射する

	ڽ 読み取った画像を反転して保存してくださ

い。

10. エラーメッセージ

「E2499」が表示される

機器とコンピュータ間の

通信が切断された

	ڽ 正しく通信できる事を確認して再度実行し

てください。



﻿  2144100119L10  2024/01� 45

トラブルシューティング

15.3	 機器本体

症状 考えられる原因 解決策

1.	 タッチスクリーンに次の

警告が表示される。 

「正しいイメージングプ

レートを使用するかイ

メージングプレートに

損傷がないか確認し

てください。」

デュールデンタル製イメ

ージングプレート「IQ」以

外のイメージングプレー

トを挿入した

	ڽ 純正のイメージングプレートのみご使用くだ

さい。

2.	 電源が入らない 電源につながっていない 	ڽ 電源ケーブル、コンセントの接続を確認して

ください。

	ڽ 電源アダプターを確認してください。

	ڽ 建物内のブレーカーを確認してください。

電源ボタンの故障 	ڽ 販売元にご連絡ください。

3.	 電源がしばらくすると

切れてしまう

電源ケーブルかコンセン

トがしっかりと差し込まれ

ていない

	ڽ 電源ケーブル、コンセントの接続を確認して

ください。

機器の故障 	ڽ 販売元にご連絡ください。

電圧が低すぎる 	ڽ 供給電圧を確認してください。

4.	 ソフトウェアで機器を

認識しない

ネットワークケーブルが外

れている

	ڽ ネットワークケーブルの接続を確認してくだ

さい。

ネットワーク設定が正しく

ない

	ڽ ネットワーク設定を確認してください。

5.	 電源を入れると異音が

する

光学系ユニットの故障 	ڽ 販売元にご連絡ください。

6.	 機器の反応がない 電源を入れた時にOSが

立ち上がっていない

	ڽ 電源を入れてから機器のOSが立ち上がる

までは20～30秒かかります。その後で再度

作業を行ってみてください。

接続ポートやIPアドレス

がブロックされています。

	ڽ アンチウイルスソフトやファイヤーウォール

の設定を確認してください。

7.	 機器は作動している

が、タッチスクリーンが

表示していない

タッチスクリーンのエラー 	ڽ 機器を再起動してください。

タッチスクリーンが暗す

ぎる

	ڽ ファームウェアを更新してください。

	ڽ タッチスクリーンの設定を行ってください。

タッチスクリーンの故障 	ڽ 販売元にご連絡ください。

8.	 イメージングプレートが

挿入口に合わない

誤ったプレートガイドが

使用されている

	ڽ イメージングプレートに合ったプレートガイド

を使用してください。

9. 　イメージングプレート

の保護カバーがイメー

ジングプレートと同時

に挿入されてしまう。

正しくないプレートガイド

が使用されている

	ڽ 使用するイメージングプレートサイズに合わ

せて正しいサイズのプレートガイドを使用し

てください。

純正品ではない保護カ

バーが使用されている

	ڽ 保護カバーは必ず純正品を使用してくださ

い。
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症状 考えられる原因 解決策

10.	保護カバーがズレる 誤った保護カバーが使

用されている

	ڽ 純正の保護カバーのみご使用ください。

11. ネットワークが切断さ

れる

WIFIスティックが外れて

いる

	ڽ WIFIスティックを正しく取り付けてください。

無線ルーターとの距離

が遠すぎる

	ڽ 無線ルーターの近くに機器を設置してくだ

さい。

無線ルーターとの間の

壁が厚すぎる

	ڽ 無線ルーターの近くに機器を設置してくだ

さい。

他の無線LANネットワー

クが使用中のネットワー

クに影響を与えている

	ڽ 無線ルーターの通信帯を変更してくださ

い。

機器とパソコンを接続す

るネットワークケーブル

が正しく接続されていな

い

	ڽ ネットワークケーブルの接続を確認してくだ

さい。

設定されたIPアドレスが

他の機器によって使用さ

れている

	ڽ IPアドレスやサブネットマスクなどのネットワ

ーク設定を確認し、競合しないIPアドレスを

割り当ててください。

	ڽ ネットワーク管理者へ問い合わせてくださ

い。

12. イメージングプレートを

スキャンしたが、画像

が読み取られずイメー

ジングプレートが排出

され、「誤ったプレート

ガイドが挿入されまし

た」とエラーメッセージ

が表示される。

イメージングプレートIQ

が使用されていない。

	ڽ デュールデンタルの「イメージングプレート

IQ」を使用してください。



﻿  2144100119L10  2024/01� 47

トラブルシューティング

15.4	 タッチスクリーン／ソフトウェアに表示されるエラーメッセージ

症状 考えられる原因 解決策

E1008 接続が中断されました 	ڽ ファームウェアをアップデートしてください。

E1010 機器が過熱しています 	ڽ 電源を切り、機器を放冷してください。

	ڽ 販売元にご連絡ください。

E1022 機器内部品のイニシャラ

イズエラー

	ڽ ファームウェアをアップデートしてください。

	ڽ 販売元にご連絡ください。

E1024 機器内コミュニケーショ

ンエラー

	ڽ 機器を再起動してください。

	ڽ ファームウェアをアップデートしてください。

	ڽ ファクトリーリセットをしてください。

	ڽ 販売元にご連絡ください。

E1026 取得モードが正しくあり

ません

	ڽ 機器を再起動してください。

	ڽ ファームウェアをアップデートしてください。

	ڽ ファクトリーリセットをしてください。

	ڽ 販売元にご連絡ください。

E1100 読み取り作業の時間切

れ

	ڽ 販売元にご連絡ください。

	ڽ 搬送部を確認してください。

	ڽ イメージングプレートが内部に詰まっていな

いかを確認してください。

E1104 消去ユニット故障 	ڽ 販売元にご連絡ください。

E1153 機器内部品でエラー 	ڽ 機器を再起動してください。

	ڽ 販売元にご連絡ください。

E1154 機器内の通信エラー 	ڽ 機器を再起動してください。

E1160 ペンタプリズムモーター

回転速度エラー

	ڽ 販売元にご連絡ください。

E1170、E1172 SOLセンサー時間切れ 	ڽ 機器を再起動してください。

	ڽ 販売元にご連絡ください。

E78 USBメモリーの空き容量

不足

	ڽ USBメモリーの画像データをコンピュータへ

移動してください。

	ڽ 空のUSBメモリーを使用してください。

W10000 本体に光が当たりすぎて

いる、室内の採光が強す

ぎる

	ڽ 室内の照明を落としてください。

	ڽ 光が本体の挿入口に直接当たらないよう

に、向きを変えてください。

W10009 機器内コミュニケーショ

ンエラー

	ڽ 機器を再起動してください。

	ڽ 販売元にご連絡ください。

W10017 機器のシャットダウン中 	ڽ 問題ありません。機器が完全にシャットダウ

ンするまでしばらくお待ちください。

W10022 プレートガイドがありませ

ん

	ڽ プレートガイドを取り付けてください。

	ڽ プレートガイドを確認してください。
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症状 考えられる原因 解決策

W10026 イメージングプレートが

非感光面で挿入でされ

ました

	ڽ イメージングプレートの感光面を確認して

挿入してください。

W10027 使用できないイメージン

グプレートが挿入されま

した。

	ڽ デュールデンタルの表示がある純正の「イ

メージングプレートIQ」を使用してください。

ファームウェアが未実行 ファームウェアアプデー

トが実行されました

	ڽ 機器を再起動してください。

内部通信エラー 	ڽ 機器を再起動してください。

再起動時に設定がリセット 設定ファイルの破損 	ڽ ファームウェアの更新を行ってください。

	ڽ 機器のリセットを行い、工場出荷状態に戻

してください。
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16.	 付録

16.1	 読み取り時間（参考）

このリストはイメージングプレート（IP)が挿入されてから読み取りが完了するまでの時間の目安を示してい

ます。IPのサイズやピクセルサイズによって読み取り時間は変わります。この表は目安であり、多少の誤差

が発生します。

読み取り解像度 40(LP/mm) 25(LP/mm) 20(LP/mm) 10(LP/mm) 6.7(LP/mm)

ピクセルサイズ 12.5(μm) 20(μm) 25(μm) 50(μm) 50(μm)

サイズ０小児サイズ（22×35mm） 26秒 16秒 13秒 6秒 4秒

サイズ１中間サイズ（24×40mm） 32秒 20秒 16秒 8秒 4秒

サイズ２標準サイズ（31×41mm） 32秒 20秒 16秒 8秒 4秒

サ イ ズ ３ バ イ ト ウ イ ン グ 用

（27×54mm） 40秒 25秒 20秒 10秒 5秒

サ イ ズ ４ オ ク ル ー ザ ル 用

（57×76mm） 53秒 33秒 27秒 14秒 8秒

16.2	 画像ファイルのサイズ（非圧縮）

画像ファイルのサイズはイメージングプレートのサイズとピクセルサイズによって変わります。ファイルサイズ

は切り上げてりますので、多少の誤差が発生します。

ご使用のソフトウェアによっては画質は原画像のまま保ち、画像ファイルを圧縮できます(例：VistaSoft)。

読み取り解像度 40(LP/mm) 25(LP/mm) 20(LP/mm) 10(LP/mm) 6.7(LP/mm)

ピクセルサイズ 12.5(μm) 20(μm) 25(μm) 50(μm) 50(μm)

サイズ０小児サイズ（22×35mm） 9.86MB 3.85MB 2.46MB 0.62MB 0.62MB

サイズ１中間サイズ（24×40mm） 12.29MB 4.80MB 3.07MB 0.77MB 0.77MB

サイズ２標準サイズ（31×41mm） 16.27MB 6.36MB 4.07MB 1.02MB 1.02MB

サ イ ズ ３ バ イ ト ウ イ ン グ 用

（27×54mm） 19.01MB 7.43MB 4.75MB 1.19MB 1.19MB

サ イ ズ ４ オ ク ル ー ザ ル 用

（57×76mm） 54.45MB 21.66MB 13.86MB 3.47MB 3.47MB

 付録
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